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BHAVAPRADHANA-NIRDESAについて

小　　川　　英　　世

0・本稿は, bh邑vapradh邑na-nirde色a (以下rbh邑va主表示」と略称)と呼ばれる表

現解釈上の技法について,・文法学の文献に致し,意味論の観点からその構造的特

徴を明らかにすると共に,その応用例についても説明を試みるものである.

(bh豆va主表示)におけるくbh盃va)とは　5. 1. 119 tasya bh云vas tvatalauに

おける(bh云_va)であり,くguna)・くvi孟e亨aDa)に同義である。また,くpradh云na)は,

くvi草e亨ya)に同義であり,くnirde畠a)とは,言語表現(くァabdocc云r叩a))のこと

であるo従って,くbh云va主表示)とは, 「そこにおいてくbh云va)が(pradhana)

である表現」あるし,.は「それによってくbh云va)が主要なものとして表示される

表現」としこうことができる。

ところで　5. 1. 119.そのものによってその派生が説明されるbh云vapratyay五I

nta, ・例えばくghatatva)は,その意味構造において語幹(prakj-ti)くghata)の

くbh豆va)がpradh豆naあるいはvi色e寧yaの地位を占める。従って,言語表現とし

てのbh豆vapratyay云ntaは,文字どおりの(bh云va主表示)に他ならない1).しか

し,表現解釈上の⊥っの技法としてのくbh豆va主表示)は,或るpr云tipadika (名

詞語幹)に関して,その言語項目がbh豆vapratyayaが菰加された語形でないにも

かかわらず,意味的にそのbh互vapratyay豆nta形と　equivalentであるような言

語表現を指す　{ghatah}が意味的に{ghatatvam}にequivalentである時,その

{ghatah}をくbh云va主表示)と呼ぶo

このくbh云va主表示)は,以下に述べるようなMah云bh云亭yaにおける(gu早a-

pradh云na-nirdesa)の一般化である　Mah云bha寧yaにおいては,テクニカルな意

妹での(gunavacana)あるいは狭義のVai丘e亨ika-likeなくguna)に係わっての

ち, bh云vapratyay豆ntaとの意味的なequivalenceが問題となっているために

くgunapradh云na-nirde畠a)という用語が使用されている。しかしながら,クマ-

リラCTV ad JS3. 4.4. 13]や-ラダ・YタがPl.4.22に関する解釈の中で,

bh云vapratyay云ntaとの意味的equivalenceに着目してくgu早apradh盃na-nirde云a)

に代えてくbh云va主表示)という用語を使用していることからも明らかなよう

に,あるpr云tipadikaである言語項目が,そのbh云vapratyay云nta形と意味的に
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(68)　　　　BHAVAPRADHANA-NIRDE菖Aについて(小;ii)

equivalentな時,その言語項目をくbh豆va主表示)と呼び得るのである。 I

1. 1.如ahabh云亨ya ad Pl.4.21では,数語尾(vacana)選択の規則P4. 21・

P 1. 4. 22における{bahusu} {dvyekayor} ({dvayoh} {ekasmin})の表現に関し

て,これらの語をめ(・る・vi邑e管anavi畠e亨yabh云va, s云血豆n云dhikar叫ya, vaiyadhi-

kar叩yaの検討がなされ　これらの表現が意図しているものは数対象(sa血h・

yeya)と数(sa血khy云)の何れかが議論されている。

そこでは,先ず　Pl.4.21-22がP2.3.1ォP2.3.2等の諸規則と　V云kyai-

kavakyat云(諸規則文の統合文)を構成することが提案される。-こうしてこの提案
さ

に沿い,`当該の規則P 1. 4. 2ト22は, 「CtiN等の項目によってコ未だ表示されて

,いないkarmanに存するekatvaそれが表示さるべき時, Qdvitly豆のコ占kavacana

が選択される」 (kar滋αV-y anabhihite yad ekatvam tatraikavacanam)というよ51に

vaiyadhikar叩ya構文によっ・て解釈される.勿論,この場合, *{ekasmin karm-

aグy anabhihite ekavacanam}というように- S云m盃n云dhikar叩ya構文によって解

釈する途もある。しかしパタソジャリほ,数くekatv )・くdvitva)・くbahutva)と

karman等の問の　vi色甲叩aVi邑e卓yabh云vaを, - karinan等は,数に対する` vi邑e一

宇叩aであるべきであるとして,その可能性を除けている。

'ここで,次のような疑問が提起される.-すなわち,一それは, 「bh云vapratya;≠a

なしに・gu早aをpradh云naとして表示することはできない。従って,バー土こは,

当該規則を*{bahutve bahuvacanam}　{dvitvaikatvayor dvivacanaikavacane}

というように定式化すべきであった」という`ものである。

これに対する回答において,バクソジャ1)はくbh互va主表示)の解釈技法を展

開することになる。'彼はこの問題をくgunavacana)呼ばれる書語項目,すなわち

く云ukla) ・ (nlla)等の, pratipadikaであY,て, g叫in (-dravya)指示語との

S云血豆n云dhikar叩ya, vaiyadhikar叩yA表現に如、てく同形性)を保輸する項目

によって例証する。今, {patah邑uklah}　　{patasya岳uklah}　という二文につ

いて,くg叩avacana) (豆ukla)の意味について考察してみよう。

{patah岳uklab}においてはgunaがg叩in (dravya)を限昆すなわち, {patah

Suklah na n王Iah}　というように自己(自)の基体を他(育)の基体から排除して

いる.この場合, (畠ukla)は《matublopa》あるいはgunaとgdpinの《abhed云I

ropa》に基づき, g叫in (dravya)を指示し,-'くpata) ・`く邑ukla)問にはS五m5n云dhi-

karanyaが成立する。従って,この場合には, bh盃vapratyayaなしにgunaを

pradh云naとして表示することはできなし~、 Fg叫a-くg叩in+tva)コ0
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・ ⊥方, {patasya岳uklah}においては,関係一般を指示する.亨asthlを任用する

ことにより..g"pin (dravya) 'によって,gu乎aが限定されている。すなわち,

{patasya}は{patasya岳uklo na'云ankh丘deh}　というように自己(布)のBS庄窮

を自己以外(貝殻)の_関係項から排除している。ーこの場合, ,く色ukla)はgu鞍aを指

示している。従って,この場合には　bh盃vapratyaya :なしにgupaがpradh云na

として表示されている,と言われる⊂(guna+tva)J j云tQ。　の文における(£u-

klali}はくbh亘va主表示)Eくg叩apradh豆na-nirde色a)コに他ならないのである。

当該規則の(9桓smin}という表現も,このvaiyadhikaranya構文中のく畠ukla)

と同様であるOそれは, t{kann叩y ekasmin} (-{karm叩a ekasmin})というよう

.にkarman等とのvaiyadhikar叩ya構文が可能であり, _しかもkarman等に

対してvi邑e管yaとしての地位を占めるO従ってこの表現ほくbh互va主表示)であ

る。こうして, {karam叩a (-kan叫y) ekasmin}は,意味的に{karm叩a (主

karmany) ekatve}.とequivalentであり,よ?て‡e桓smin}等は数を表示して

・いると結論される。

1. 2.ところで,このくbh云va主表示)という解釈技法が適用さ中る条件とし

て,以上のくgu聖vacana〉 ・数詞の琴合のように.,他の語との統語関係が必要か

とい.うと,必ずしもそうではなくて,他のところでは,バク_ソジャリは斉合的な

規則通用のためにこの技法を用いている　Mah互bh豆亨yaadP5. 3. 57では,次の

ようなコソテクストでくbh云va主表示)解釈技法が現われている.

P 5. 3. 57は,比嘩級taddhita接辞くtaraP)・(lyaspN)が,二者を表す項目或

」、`はvibhajya 〔分離されるもの〕項目が共起項目の時,卓越性(ati軸ana)の標

示において, pr云tipadika・tinantaの後に導入されることを規定しているO

さてここで, {parud bhav云n patur云S王t patutara ai菅amah} 「昨年,君は賢か

った。今年はより黒い」という文を見よ。こ_の文は, {patah suklah}一と同様に

敬称代名詞くbhavatU)と<patu) ・~くpatutara) O_云m互n云dhikaranya構文であ

り,くpatu)・くpatutara)は共にgughを指示し,その指示対象はくbhavatU)の

指示対象に同一である。ここに,くpatutara)の派生に関して,次のよう、な問題が

生ずる。すなわち,_くtaraP)が標示する卓越性は,何に較べての卓越性なのか,

その所比(pratiyogin)を必要とするが,~一体由一ゐ事象に所比を設定し得るのか,

という問題である。この問題に関して,同一事象に関するくtaraP)・くIyasUN)の

導入という追捕(upasa血khy云na)が為さるべきであるという見解(vt. 1)を否定す

るために,意味論的には,くpatu) ・くpatutara)は　gunin　を指示するものの,
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くtaraP)導入に関しては,丙語を　くbh豆va主表示〉　E(gunapradh云na-nirde畠a)コ

と解釈することが提案される。この提案によれば,くpatu)はく賢さ)という

gu乎aを,くpatutara)はく卓越した賢さ)というgu乎aを指示すると考えられ,

両g叩aの差異から,単一のguninに差異が仮構され　く賢さ)の基体Ⅹとく卓

越した賢さ)の基体Yとは異なるというこの想定から所比が設定されることにな

る。こうして,この所比設定から同一事象である　くbhavatU)の指示対象に閑し

くpatutara)が正当化されるのである0

2.このくbh豆va主表示)という解釈技法は,例えばP2.3.7におけるくk云raka)

がく行為)を実現する岳akti (能力)を指示する,ということを導くのにも有効で

あり,さらに, Naiy云yikaは, P3.4.69から定動詞接辞ti由の意味としてくkrti)・

くphala)を導出する際に,この解釈技法を援用している4)0

1) bh互vapratyayaの意味論については,拙稿「Kaundabhattaのbh瓦vapratyaya論」

(『広島大学文学部紀要』第45巻, pp.94 - 118)を参照されたい。尚,谷沢浮三氏に

よる筆者のbh豆vapratya論に関する御指摘(「jatiに関する一考察-Mah邑bh豆!yaを

中心として」 『仏教学』第22巻, pp.(45)-(49),注(34))には,全く同意できない。氏

に対しては,インド土着文法家がbh五vapratyayaの意味論を,要するにpT瓦tipadika

のpravj-ttmimittaの観点から構築している事実の指摘によって答えたい.文法家に

はbh互vapratyayaが意味するものは何か,という問題が関心事ではあっても, 「「～

性」 (-tva)という普遍,抽象的性質がどういうことを意味するのか」 (谷沢)という

発想はない。

2)パーここ文法学の体系では数詞(sa血khy云昌abda)はくgunavacana〉　とは呼ばれな

いという点に留意。しかし両者の間には統語論的類似性が兄いだされるのである。

Cf. vts. 39-44 ad Pl.4.1.

3)くgunavacana〉に関する, g叫in表示　guna表示・ bh亘vapratyaya添加による

guna表示のそれぞれの表卯符道については　TV ad JS3.4.4.13に実に的確に述べら

れている。

4) ¢邑raka〉　-占aktimat/昌akti ( I-¢artftva〉) Cf. Mbh ad P 2.3.1 : ¢arty--

kartftva-vi占i亨ta/kartj-tva (-¢artftva〉) ~; ¢artrtva〉 - ¢jrtimattva〉-- kj-ti Cf.

VbhS ad k.2.

<キーワード>　bhavapradh邑na, bhavapratyaya, Mab.abh云亨ya

- (広島大学助手)

(昭和63年度文部省科学研究費補助金奨励研究u)による研究成果の一部)

-443-




